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医学教育推進センターでは 毎年新入生の交流等を目的に 医学科の新入生(新 1年

















































































































































































































































図① l 事前アンケート i 
具体的な事例から 患者とのコンフリクトを防ぐスキル
現代社会において、医療行為はそれをめぐるひとの相互の信頼に基づいて行わ
れることが求められている。医療行為において事故やミスは避けられないが、患
者がそれらの損害の補償を求める提訴は、事故やミスそれ自体よりも、医師や病
院に対する不信頼や不満に由来することが多い。それゆえに、患者とのコンフリ
クトを避けるためのコミュニケーションスキルが医師にとって大きな関心となっ
ている。以上の点を踏まえて、ここでは医療現場におけるコンフリクトを生み出
す一側面を情報の非対称性に求め、情報を十分に共有できていないことから生じ
るコミュニケーションの問題が起こった実例を取り上げる。参加者は、患者に対
しどのような態度を示すことが有効となりうるのかを学ぶだけでなく、応用演劇
の要素を取り入れた経験的学習を通して、どのようにそれらを用いることができ
るのかを学ぶ。ここでは、相手との情報の非対称性を埋めるにあたって有効なス
キルとしての「共感的態度」として以下の点を提示する。
J うなずいたり、目をみることで相手の話を積極的に聞こうとする
〆 自分から計画やアイディアについて提案し、それに対する相手の考えを引き
出しながら、修正することができる
〆 専門的医学用語ではなく、図解やジェスチャーを用いて、十分に分かりやす
く説明することができる
J 相手の感情があらわれるようなサインを察知できる
J 相手が言語化して表現しなかったことに気づくことができる
具体的事例と主な争点の紹介
応用演劇を用いた経験的学習
1. し1くつかのグループρに分かれる
2. 提示されたケースに近いシーンを取り上げ、参加者がその状況にいると仮定し
て、どのようにコンフリクトを避けられるかについて議論する
3. グループ内で、医師、患者、コメデイカルなどの分担を決める
4. ロールプレイをしながら コンフリクトを回避するシーンをつくっていく
5. 全体でプレゼンテーションをし、相互評価する
さらに少人数にわかれて
振り返り: 患者とのコミュニケーションを問い直す
少人数グループで、参加者は以下の点について議論する
〆 応用演劇のワークショップではどのような立場を担当しましたか。その立場
から、医療場面をみたときどのようなことが視野に入ったり、考えたりしま
したか。
〆 最初に「共感的態度Jとしてあげたものはどの点においてどのように有効で
あった/なかったと言えますか。
./コンフリクトを防ぐことJと「医療者Jとして提供すべき「患者の満足j
とはどの点で同じ/違うと考えられるでしょうか。
./共感性j ということばにはどのような利点/弊害があると思いますか。必
要/不必要も含めて、医療者としての「共感性j とは何であるということが
できますか。
*グループ。内で、議論された主な論点や意見が一致した点/しなかった点をシー
トにまとめて、発表する。
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